
千 葉 西 総 合 病 院 の 基 本 理 念

［ 基 本 方 針 ］

“生命だけは平等だ”を基本理念に、
誰もが最善の医療を受けられる社会をめざして

（生命を安心して預けられる病院、健康と生活を守る病院）

1　年中無休・24時間オープンで救急を絶対断らない。

2　地域医療機関との連携を確立し、
高度な医療を担います。

3　病める人の生命を尊厳し、
倫理観をもって良質の医療を提供します。

4　安心と安全の医療、行って良かったと感動を与える
病院をめざします。

5　チーム医療の推進で、患者様を癒しの場、
家庭へ早く復帰できるよう支援します。

常盤平駅
新京成線

至
国
道
6
号
線

県道51号線

至松戸

至八柱

ミニストップ

西松屋

第1駐車場
（立体駐車場）

第2駐車場

第3駐車場

連絡通路

第5駐車場

セブンイレブンくすりの
福太郎

天真寺

本館

無料バス
バス停

JR馬橋駅行
バス停

アネックス館
（別館）

至京成
津田沼

至柏
JR常磐線・千代田線 松戸駅で
新京成線に乗り換え 松戸～常盤平9分
常盤平駅北口より徒歩8分至京成津田沼

至西船橋

至府中本町
JR武蔵野線

至大手町

至大宮
東武野田線

至船橋

至土浦

銀座線・
日比谷線

東京メトロ 千代田線

JR常磐線
（上野・東京ライン直通運転）

新京成線

上野 松戸

常盤平

柏
新松戸

東京

北口

P

P

P

P

1 千葉西 ⇔ 常盤平駅北口 往復バス
2 千葉西 ⇔ 常盤平駅北口 ⇔ 小金原 循環バス
3 千葉西 ⇔ 光ヶ丘団地 ⇔ 新柏駅 ⇔ 増尾駅 ⇔ 柏南部 循環バス
4 千葉西 ⇔ 新八柱駅 ⇔ 牧の原団地 ⇔ 常盤平 循環バス

無料バス
運行中

Access

社会医療法人社団 木下会

発
行
日
：
2023年

1月
発
　
行
：
千
葉
西
総
合
病
院

〒
270-2251 千

葉
県
松
戸
市
金
ヶ
作
107-1

TEL.047-384-8111
http://w

w
w
.chibanishi-hp.or.jp

ENEOS

広報誌

TAKE FREE
ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

千葉西総合病院は「患者様・ご家族・職員」のトライアングルを大切にします

T R I A N G L E 2023｜ vol.87

Contents   ちばにし医心伝心／らくらくエクササイズ／ Information ／季節のひとさら

ふ
む
ふ
む
メ
デ
ィ
カ
ル
・
脳
卒
中
の
は
な
し



ふ ふむ
む

知っておきたい病気・ケガのはなし

ルメディカ

早
期
の
発
見
・
治
療
が
重
症
化
を
防
ぐ
！

脳
卒
中
の
は
な
し

生
活
習
慣
病
が

発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
⁉

　

脳
卒
中
と
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ

た
り
、
破
れ
た
り
す
る
こ
と
で
脳
や
身

体
の
働
き
な
ど
に
障
害
が
起
こ
る
病
気

の
総
称
で
す
。
卒
中
と
は
「
突
然
起
こ

る
」
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
言
葉
通
り
、

発
症
す
る
と
、
い
き
な
り
身
体
に
い
ろ

い
ろ
な
発
作
が
現
れ
た
り
、
意
識
を

失
っ
て
倒
れ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

発
見
・
治
療
が
遅
れ
る
と
、
運
動
や
言

語
な
ど
に
後
遺
症
が
残
っ
た
り
、
寝
た

き
り
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
最
悪
の

場
合
、
そ
の
ま
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

脳
卒
中
は
、
血
管
が
詰
ま
っ
て
起
こ

る
「
脳
梗
塞
」
と
、
血
管
が
破
れ
て
起

こ
る
「
脳
出
血
」「
く
も
膜
下
出
血
」
の

大
き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
過
半

を
占
め
る
の
が
、
脳
梗
塞
で
す
。
主
な

原
因
は
、
加
齢
に
よ
る
心
臓
や
全
身
の

血
管
の
い
た
み
（
動
脈
硬
化
な
ど
）
で

す
が
、
特
に
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質

異
常
・
肥
満
症
（
メ
タ
ボ
）・
慢
性
腎
臓

病
・
不
整
脈
と
い
っ
た
持
病
を
お
持
ち

の
方
は
、
脳
卒
中
の
発
症
リ
ス
ク
が
高

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙

や
大
量
飲
酒
、
過
度
の
ス
ト
レ
ス
な
ど

も
危
険
因
子
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

予
防
と
し
て
は
、
前
述
の
生
活
習
慣

病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
て
、
塩
分

や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
控
え
た
食
生
活
、

適
度
な
運
動
、
そ
し
て
脳
・
血
管
の
定

期
的
な
検
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

覚
え
て
お
き
た
い

「
A
C
T
ー

F
A
S
T
」

　

脳
卒
中
が
起
こ
る
と
き
は
「
突
然
」。

日
中
・
夜
間
、
起
き
て
い
る
と
き
、
寝

て
い
る
と
き
、
い
つ
で
も
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
際
の
主
な
初
期
症
状
と
し
て
は
、

「
片
側
の
手
足
や
顔
の
ま
ひ
（
脱
力
・

し
び
れ
）」「
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
言

葉
が
出
な
い
、
他
人
の
言
葉
が
理
解
で

き
な
い
」「
も
の
が
2
つ
に
見
え
る
、
視

野
が
欠
け
る
」「
激
し
い
頭
痛
・
め
ま
い
」

「
歩
行
が
ふ
ら
つ
く
、
力
は
あ
る
の
に
立

て
な
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
場
合
に
は
、

迷
わ
ず
救
急
車
（
１
１
９
番
）
を
呼
ん

で
く
だ
さ
い
。
症
状
に
で
き
る
だ
け
早

く
気
づ
き
、
行
動
す
る
こ
と
が
命
を
守

り
、
そ
の
後
の
回
復
を
左
右
す
る
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

そ
の
指
針
と
し
て
、
代
表
的
な
症
状

の
顔
の
歪
み 

［
F
a
c
e
］、
腕
の
し
び

れ
］［
A
r
m
］、
言
葉
が
出
な
い

［
S
p
e
e
c
h
］
と
、
発
症
か
ら
治
療

ま
で
の
時
間
［
T
i
m
e
］
の
頭
文
字

を
と
っ
て
「
A
c
t
ー

F
A
S
T
（
急
い

で
行
動
）」
と
い
う
国
際
的
な
標
語
が
あ

り
ま
す
。
本
人
だ
け
で
な
く
、
周
り
の

人
が
気
づ
き
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ぜ
ひ
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
脳
卒
中
の
治
療
方

法
に
つ
い
て
専
門
医
が
解
説
し
ま
す
。

脳卒中の種類（病型）

Face

顔
Arm

腕
Speech

言葉
Time

すぐ受診

これらの症状は短時間で治まるケースもありますが、
過去に1つでも当てはまる症状のあった方は、早めに医療機関の受診を!

脳卒中から命を守る
［Act-FAST］

⃝顔の片側が下がる
⃝ゆがみがある

⃝片腕（足）がしびれる
⃝力が入らない

⃝ろれつが回らない
⃝言葉が出てこない

脳卒中の治療は時間
との闘い。症状に気
づいたら、発症時間
を確認して、すぐに
救急車（119番）を!!鏡をみながら「イー」

と口を開いて、左右
対称になっているか
チェック！

両腕を持ち上げた状
態でキープできるか
チェック！

「今日は〇月〇日で
す」など、短い文章を
言えるかチェック！

脳出血

F A S T

もしやと思ったら もしやと思ったら もしやと思ったら

脳梗塞

くも膜下出血

3　Triangle/vol.87 　2



ふ ふむ
む

ルメディカ専門医による治療のはなし　

     
   

   
  
  
   
  D

octor Interview

脳
卒
中
の
検
査
・
診
断
に
つ
い
て   

　
脳
卒
中
の
診
断
は
、
基
本
的
に
問
診

に
よ
る
自
覚
症
状
・
感
覚
障
害
の
確
認

と
、
頭
部
の
M
R
I
・
C
T
検
査
に

よ
っ
て
判
定
し
ま
す
。 

M
R
I
検
査

で
は
脳
梗
塞
・
脳
動
脈
瘤
・
脳
腫
瘍
、

Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
脳
出
血
・
く
も
膜
下
出

血
（
脳
動
脈
瘤
破
裂
）
な
ど
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

脳
梗
塞
の
治
療
に
つ
い
て

　
脳
卒
中
の
中
で
も
過
半
を
占
め
る

脳
梗
塞
は
、
主
に
脳
内
の
細
い
動
脈

の
閉
塞
（
ラ
ク
ナ
梗
塞
）、
脳
内
外
の

大
き
な
血
管
の
閉
塞
（
ア
テ
ロ
ー
ム

血
栓
性
脳
梗
塞
）、
心
臓
病
を
原
因
と

す
る
血
栓
（
心
原
性
脳
塞
栓
）
と
、

そ
の
他
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ケ
ー
ス
に
応
じ
て
治
療
方
法
を
決
定

し
ま
す
。

　
急
性
期
に
お
け
る
内
科
治
療
で
は

発
症
か
ら
の
経
過
時
間
や
梗
塞
の
度

合
い
な
ど
に
よ
り
、
静
注
血
栓
溶
解

（
r
t
ー

P
A
）
療
法
、
抗
血
小
板
療

法
、
抗
凝
固
療
法
な
ど
が
選
択
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
心
臓
か
ら
の
血
栓

に
よ
り
、
脳
内
の
太
い
血
管
が
閉
塞

し
た
場
合
に
は
、
効
果
が
乏
し
い

ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
当
院
脳
神
経
外
科
で
は
こ
れ
ら

の
治
療
と
併
せ
て
、
高
い
効
果
の
期

待
で
き
る
カ
テ
ー
テ
ル
（
ス
テ
ン
ト

型
血
栓
回
収
機
器
や
血
栓
吸
引
機

器
）
に
よ
る
血
管
内
治
療
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
科
は
特
に
脳
卒
中
診
療
に
注
力

す
べ
く
、
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
て
お
り
、
26
床
と
全
国
で
も
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
規
模
を
誇
る
S
C
U
（
脳

卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
）
を
軸
に
、
専

門
医
師
が
24
時
間
3
6
5
日
常
駐
し
、

常
に
血
管
内
治
療
を
含
む
緊
急
手
術

が
行
え
る
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。

フ
ロ
ー
ダ
イ
バ
ー
タ
ー

ス
テ
ン
ト
治
療
を
開
始

　
ま
た
、
く
も
膜
下
出
血
に
つ
な
が
る

脳
動
脈
瘤
の
治
療
に
お
い
て
は
、
術
後

の
再
発
が
極
め
て
少
な
い
と
さ
れ
る

「
フ
ロ
ー
ダ
イ
バ
ー
タ
ー
ス
テ
ン
ト
治

療
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
発
症
か
ら
で
き
る
だ
け
早
い
治
療
が

回
復
の
鍵
を
に
ぎ
る
脳
卒
中
は
、
時
間

と
の
闘
い
で
す
。
ご
家
族
な
ど
身
の
周
り

の
方
と
脳
卒
中
を
疑
う
べ
き
症
状
（
前

頁
参
照
）
を
共
有
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

症
状
が
表
れ
た
際
に
は
躊
躇
せ
ず
救
急

車
（
1
1
9
番
）
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

［おおの・しんご］東京医科大学卒（1995年）／日
本脳神経外科学会 専門医・指導医／日本脳卒中学会 
専門医・指導医／日本脳神経血管内治療学会 専門医
／医学博士

脳神経外科部長

大野 晋吾
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
規
模
を
誇
る

S
C
U（
脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
）
を
軸
に
、

迅
速・的
確・高
度
な
治
療
を
ご
提
供
し
ま
す

フローダイバーターステント治療（イメージ）

血流血流

血栓化脳動脈瘤

ステント 脳動脈瘤への血流を減らすことで、瘤の中の
血液が固まり（血栓化）、破裂しなくなります。

　4

ちばにし

医 伝心 心
最善の医療を目指して日々奮闘する千葉西総合病院のエキスパートたち。
高い志を胸に成長する後輩、それを支える先輩、そんな彼らの “医のこころ” をお伝えします。

―担当している業務は？
橋本　現在、私たちは脳神経外科・泌尿器
科の混合病棟で入院患者様の看護を担当し

ています。慢性疾患を有する方においては退

院後の療養を考え、早期から理学療法士・

作業療法士・言語聴覚士など多職種と連携

し、回復の支援を行っています。

木村　患者様によって機能障害の有無や軽
重など個々に症状が異なるので、一人ひとり

に合わせた支援・指導を心がけています。また、

治療が長期にわたる方もおられるので積極的

にコミュニケーションをはかり、メンタル面の

サポートにも努めています。

―仕事のやりがいは？
橋本　患者様が治療・リハビリを経て、もの
を食べられるようになったり、歩けるようになっ

たりと日々、機能の回復がみられること。そして、

無事に退院されるときに、やはり一番のやりが

いを感じます。

木村　ケアを行った患者様からの「ありがと
う」や、「指導がわかりやすかった」と褒めて

いただけると、とても励みになります！

看
護
部
／
看
護
師

橋
本 

陵
（
は
し
も
と
・
り
ょ
う
）

 

2
0
1
8
年
入
職

―お互いの仕事ぶりについて
木村　特に見習いたい点は、視野の広さと柔
軟なアセスメント能力です。知識・技術だけ

でなく、先輩のように冷静さと心の余裕を持

ち、より質の高い看護が提供できるようになり

たいです。新人のときに先輩から「できている

から大丈夫。自信を持って」と言ってもらえた

ことが印象に残っていて、自分も同じように後

輩を指導できればと思います。

橋本　木村さんは経験のない術式・治療で
も積極的に担当を申し出るなど、非常に前向

きに取り組んでくれています。同時期の自分は

そこまでできていなかったので感心すると同時

に、とても頼りにしています。

―患者様に向けて
橋本・木村　コロナ禍で面会が制限されて
いる中で入院は、患者様だけでなくご家族の

方にとっても不安が多いことと存じます。少し

でもお力になれるよう努めてまいりますので、

何でも気兼ねなくご相談ください。

看
護
部
／
看
護
師

木
村 

遥
（
き
む
ら
・
よ
う
）

2
0
2
0
年
入
職

後輩

入院患者様の早期回復・退院につながるよう、
一人ひとりに最適な看護を目指しています

先輩

エクササイズ
らくらく
やってみよう 猫背解消エクササイズ猫背解消エクササイズ

読書やパソコン、スマートフォンの操作に集中するあまり、姿勢が悪くなって
いませんか？　姿勢が悪くなると、見た目だけでなく腰痛や肩こりといった身
体の負担にもつながってしまいます。今回は猫背を改善するエクササイズを
紹介します。背筋を伸ばして良い姿勢を心がけましょう！

●椅子に腰かけ、掌が向き合うように肩、肘を90度
に曲げます。

●掌が正面を向くように両手を大きく開きます。

Exercise

1

市川 智恵美 鎌田 博美
理学療法士

痛みが出たら
無理しないで

息は止めずに
行いましょう

●お腹を突き出したり、引っ込めたりするように骨盤の前
傾と後傾を繰り返します。

●頭の位置が前後に動かないように注意しましょう。

Exercise

2
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12
千 葉 西 総 合 病 院 より新 年 の ご 挨 拶

　
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
よ
り
続
く
コ
ロ
ナ
禍
も
本

年
で
足
掛
け
4
年
と
な
り
ま
し
た
。
す

で
に
第
8
波
が
到
来
し
て
お
り
、
本
稿

の
筆
を
執
っ
て
い
る
2
0
2
2
年
12
月

上
旬
の
段
階
で
は
、
収
束
の
兆
し
は
み

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
充
実
や
、
新
し

い
治
療
薬
の
開
発
な
ど
が
進
み
、
治
療
・

感
染
拡
大
防
止
策
は
確
立
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　
本
院
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
、
独
立

し
た
コ
ロ
ナ
病
棟
を
設
置
し
、
そ
こ
に

I
C
U
機
能
を
も
た
せ
た
こ
と
が
功
を

奏
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
循
環
器
科
、
心

臓
血
管
外
科
を
中
心
と
し
た
従
来
の
診

療
体
制
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
件
数
で

は
14
年
連
続
日
本
一
を
達
成
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
す
べ
て
の
職

員
・
関
係
者
の
協
力
の
賜
物
で
す
。
こ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
が
続
い
た
1
年
と
な
り
ま
し
た
。
早

く
平
穏
な
日
々
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
簡
単
に
は
い
か
な
い
よ

う
で
あ
り
、
皆
様
の
ご
不
安
も
大
き
い
こ
と

か
と
存
じ
ま
す
。
入
院
患
者
様
や
ご
家
族
様

に
は
、
面
会
の
制
限
な
ど
か
ら
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
本
年
も
引
き
続
き
感
染
対
策
を
徹
底
し
、

必
要
な
方
に
適
切
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
当
院
の
職
員
達

は
「
医
療
従
事
者
と
し
て
一
人
ひ
と
り
の
患

者
様
に
寄
り
添
え
る
よ
う
関
わ
っ
て
い
き
た

い
」
と
い
う
強
い
想
い
を
も
っ
て
働
い
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
当
院
を
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
当
院
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
対
し
て
い
ち
早
く
感
染
症
専
用
病

棟
の
設
置
、
発
熱
外
来
の
開
設
を
行
い
、

対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
約
3
年
間

の
延
べ
数
で
、
P
C
R
検
査
検
体
数
は
約

14
万
6
千
検
体
、
発
熱
外
来
患
者
数
は
約

5
万
6
千
人
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
引

き
続
き
、
地
域
医
療
の
た
め
に
し
っ
か
り

と
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て

い
た
第
2
別
館
の
増
築
工
事
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
、
放
射
線
治
療
設
備
、
外
来
化
学
療
法

機
能
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
計
画
と
な
っ

て
お
り
、
よ
り
一
層
の
診
療
機
能
強
化
に

繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
地
域
の
先
生
方
と
各
医
療
機

関
、
関
係
機
関
と
密
に
連
携
を
と
り
、
地

域
医
療
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

の
場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
も
つ
い
に
5
年
目
に
入

り
、
当
院
で
は
新
し
く
核
医
学
治
療
、

核
医
学
診
断
設
備
を
備
え
た
新
病
棟

の
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
内

科
領
域
、
産
婦
人
科
領
域
の
ス
タ
ッ
フ

も
充
実
し
、
総
合
病
院
と
し
て
の
使
命

を
果
た
す
上
で
も
体
制
は
一
層
に
盤
石

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
強
み
で

あ
る
循
環
器
科
、
心
臓
血
管
外
科
領
域

に
加
え
て
、
他
の
診
療
科
に
お
い
て
も

拡
充
が
進
み
、
ベ
ッ
ド
数
で
は
6
8
0

床
と
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
最
多
を
数
え
ま

す
。

　
院
長
を
拝
命
し
19
年
目
と
な
り
ま
す

が
、
私
自
身
も
当
院
と
共
に
進
化
の
歩

み
を
止
め
ず
、
知
力
・
体
力
の
続
く
限

り
、
患
者
様
の
診
療
に
真
摯
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
う
所
存
で
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

千葉西総合病院
病院長 心臓病センター長

三角 和雄

千葉西総合病院
看護部長

小林 裕子

千葉西総合病院
事務部長

中野 康広

詳しくはこちら

産婦人科ロボット手術を開始しました（2022年10月）
当院産婦人科では、新たに手術支援ロボットダビンチXiを用いた、子宮良性疾患に
対する子宮全摘術を開始しました。狭い骨盤内で手術操作を行う婦人科手術は、ロ
ボット手術のメリットが大きいと言われています。当院は今後とも正確、安全な治療
の提供に努めてまいります。

ミニドックのご紹介
人間ドックの新コース「ミニドッ
ク」を開始しました。ミニドック
は胃の検査を省いた、気軽に受
けていただけるコースです。2023
年 5月までの期間限定で、特別
価格かつオプション検査が無料
でセットになるキャンペーンも実
施しています。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
新
し
い
飛
躍
の
年
へ

寒さの厳しい季節には、体を温める効果がある冬野菜たっぷりの
ポトフがおすすめです。また、1月頃に旬を迎える「芽キャベツ」
には、ビタミンCが豊富に含まれます。ビタミンCは風邪やストレス
への抵抗性を高める効果があり、この時期に意識して取りたい栄
養素の1つです。免疫力をUPして、寒さに負けない身体つくりをし
ていきましょう。

冬野菜のポトフ

 材 料  （2人分）
●牛すね肉…50g
●れんこん…20g
●ブロッコリー…50g
●にんじん…70g
●じゃがいも…150g
●芽キャベツ…15g　
●かぼちゃ…40g
●たまねぎ…30g
●ベーコン…20g
●コンソメ…固形 1 個（約 5g）
●水…800ml
●ミニトマト（お好みで）… 2 個

栄養価(2人分)  
●エネルギー：322kcal  ●炭水化物：45.1ｇ  ●たんぱく質：21.1ｇ  
●脂質：12.0ｇ  ●塩分：2.7ｇ

❶牛すね肉に塩・こしょう（分量外）をまぶし、一口大に切る。

❷野菜、ベーコンは食べやすいサイズに切る。

❸鍋に❶、水を加え火にかける。煮立ったらアクを抜き、コ
ンソメで味を調える。

❹❸に❷を加え煮立たせる。肉が柔らかくなり、野菜に火が
通ったら皿に盛る。

管理栄養士
松村 夏生

調理師
廣木 眞人

季節のひとさら
  ココロ  と 

カラダ  においしい野菜料理

　 私たちがつくりました！

 作 り 方
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